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           運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

 

開催日時 平成 29年 １２月１４日（木）10時 00分～ 11時 30分 

参 加 者 議   題 

利用者とその家族   ２名 

町内役員       1名 

市職員        １名 

事業所職員      １名 

学職経験者      1名 

介護支援専門員    1名 

・デイサービス事業報告 

・個別機能訓練の取り組み 

・質疑応答 

会      議      録 

■デイサービス事業報告 

ご利用者様が多い日では月曜日は午前 1５名、水曜日は午前 1４名が利用 

利用者の合計は８４名で前回の会議より 1名の増加となる 

利用者家族より→動きがよくなり大変うれしく思う。すくみ足により自宅で転倒することが

多かったが理学療法士の屋内の環境整備により転倒がなくなって感謝している。家ではあま

り話さないがデイに来てこれからもいろんな方と交流を持ってもらえたらと思う。 

■個別機能訓練の取り組み 

現在利用されている方を事例としてピックアップし事例報告を行った。 

学識経験者より→病院での在院日数が少なくなってきておりリハビリする時間も限られて

きている。今後はこういったデイを有効に使っていくことで機能改善を図っていくべきであ

る。ただマシンをするだけでは ADLは上がらないためこうした個別機能訓練は重要である

と思う。 

市職員より→介護度は良くなっているのか？⇒要介護１から要支援２と改善運動能力とし

ては 4点杖だったのが T字杖歩行となり現在は独歩歩行の訓練を行っている。 

介護支援専門員より→介護職員への教育はどうしているか？⇒その都度、理学療法士が手本

を見せ実際に行っていただきながら介助や運動指導の方法を共有している。 

■質疑応答 

市職員から事業者職員へ→大人数をどのように回しているのか⇒２～３グループに分けそ

れぞれのグループで何をやるかあらかじめ決めておきグループごとに行動し運動を行って

いる。スタッフは多い時で４～５人で対応しており、なるべく待たせることのないよう声掛

けをしたりなど工夫をしている。 

 

 


